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･助剤を添加･混合することで分散状態が向上
･1_Lm付近分散状態､平均帯電量にそれぞれ差が見られる
■分散状態と帯電状態に相関
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材質がSUSの場合
･分散状態が良い［ ･接触帯電の可能性は低い
･分散状態と帯電状態に相関動･平均帯電量が高い
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考えられる現象まとめ
加速気流
助剤添加･混合後の原料粉体
①試験金属粉体に助剤を添加･混合し、
分散させることで､分散状態が向上した。 ／恋、動
小さく見ると…
②試験金属粉体の分散状態が向上するに伴い、
平均帯電量も大きくなったため､分散状態と
静電気力に相関がある可能性が示唆された。
今後の課題
･分散状態と静電気力との相関を明確にする。
･原料粉体がどこで帯電しているのかを明確にする。
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感想､謝辞
インターンシップに参加して
凰大学院で学んでいる専門的な知識が会社でも
広く使用されていることを知ることができた。
･大学とは違う場に3週間身を置き､良い緊張感の
中で生活できたことは自分自身の良い経験となっ
た。
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SUS→導体SiC→半導体
平均帯電量が高い
■付着しにくい友
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謝辞
あたたかくインターンシップに迎えてくださった
日清製粉グループの皆様､また､指導して頂いた
先生方には大変お世話になりました。
この場を借りてお礼申し上げます。
